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「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
全
国
花
病
院
を
軸
に

良
質
で
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

現
在
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
北
海
道
か

5
沖
縄
の
離
島
ま
で
全
国
花
の
病
院
を
軸
に
、

2
8
7
の
診
療
所
や
介
護
・
福

祉
施
設
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
。
先
進
医
療
か
う
慢
性
医
療
、
予
防
医
療
ま
で
、
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
目
の
前
の

患
者
に
全
力
を
尽
く
す
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
芯
患
者
本
位
の
医
療
が
頼
も
し
い
。

再
び
上
昇
軌
道
ヘ

フ
つ
の
病
院
を
新
規
開
設

昨
今
、
財
政
難
や
医
師
不
足
な

ど
か
ら
公
立
病
院
を
は
じ
め
と
す
る

急
性
期
病
院
の
統
廃
合
や
民
間
へ
の

譲
渡
が
報
じ
ら
れ
る
中
で
、
徳
洲

会
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
躍
進
が
再
び

大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

「2
0
1
4
年
4
月
の
和
泉
市
立
病

院

(大
阪
府
)
の
指
定
管
理
の
引

き
受
け
を
手
始
め
に
、

7
月
の
吹
田

徳
洲
会
病
院

(同
)
、
翌
日
年
5
月

の
茅
ヶ
崎
徳
洲
会
病
院
(
神
奈
川

県)、

6
月
の
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院

(東
京
都
)
と
生
駒
市
立
病
院
(
奈

良
県
)
の
指
定
管
理
の
引
き
受
け
、

9
月
の
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院
(
千

葉
県
)
と
続
き
、
こ
の
2
年
間
に
計

7
つ
の
病
院
を
新
た
に
開
設
し
ま

し
た
」笑

顔
で
こ
う
語
る
の
は
医
療
法

あ
ふ
そ
ひ
さ
あ
き

人
徳
洲
会
の
安
富
祖
久
明
副
理
事

長
だ
。

「既
設
の
病
院
の
建
て
替
、
え
も
積
極

的
に
進
め
、

2
0
1
4
年
に
名
古
屋

徳
洲
会
総
合
病
院
(
愛
知
県
)
を

皮
切
り
に
、
千
葉
徳
洲
会
病
院
(
千

葉
県
)
、
福
岡
徳
洲
会
病
院

(
福
岡

お
お
す
み
か
の
や

県
)
、
大
隅
鹿
屋
病
院

(鹿
児
島
県
)

と
続
き
ま
し
た
。
翌
日
年
に
入
る

と
宇
治
徳
洲
会
病
院

(京
都
府
)
、

般
社
団
法
人
徳
洲
会
副
理
事
長

安

富

祖

久

明

あふそ・ひさあき
/
1
9
6
8
年
沖
縄
県
立
盟
国
天
間
高

校
卒
業
。
苅
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
後
、同

大
附
属
病
院
泌
尿
器
科
教
室
入
局
。
力
年
稲
田
登
戸
病
院

泌
尿
器
科
‘
凶
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
附
属
病
院
泌
尿
器

科
助
手
、
m
E
年
都
立
大
久
保
病
院
泌
尿
器
科
、
例
年
沖
縄

徳
洲
会
南
部
徳
洲
会
病
院
、
凶
年
沖
縄
徳
洲
会
中
部
徳
洲

会
病
院
、
同
年
フ
月
間
病
院
泌
尿
器
科
部
長
、

ω年
間
病

院
副
院
長
、
例
年
同
病
院
院
長
、

2
0
0
5
年
同
病
院
総

長
、
∞
年
沖
縄
徳
洲
会
副
理
事
長
、
∞
年
か

5
現
職
。
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泌尿器科

ロボット手術センター長

吉村一良

会指 ~.IJJb、汀、王国.h
1，忌iJIl五 VノJ王山、

「生命だけは平等だjの哲学の下、「生命を安心して預

けられる病院H健康と生活を守る病院jとし、うのが徳

洲会の理念。乙の理念の実行方法として、①年中無

休・24時間オープン、②入院保証金・総室(大部屋)の

室料差額、冷暖房費等、一切無料、①健康保険の3割

負担金も困っている人には猶予する、④生活資金の立

替・供与をする、⑤患者さまからの贈り物は一切受けとら

ない、⑤医療技術・診療態度の向上にたえず努力する

という6項目を掲げてし、る。

種冨

こ
う
指
摘
す
る
の
は

前
立
腺
が
ん
手
術
の

名
手
、
吉
村
一
良
セ
ン

よしむら・いちろう/1986
年慶臆大学医学部卒業後、
同医学部泌尿器科へ入局。
ニューヨーク・メデイカル・カ
レッジ研究員、メモリアル-ス
ローンケタリング・がんセン
ター研究員、防衛医大泌尿
器科専任講師、埼玉医科大
国際医療センター泌尿器腫
湯科准教使、稲城市立病院
泌尿器科部長などを経て、
2012年から現職。

国際医療協力
2007年、欧州の最貧困だったブルガリアにソフィア徳田

病院を開設したのが徳洲会の国際医療協力の第一歩。

その後、アジアやアフリカなどの各国に透析センターなど

を開設してきたのは、「離島や僻地と同じように医療で

因っている人

たちを助けた

いjという徳田

虎雄前理事長

の単純明快な

原則に拠って

し、る。

ふ
っ
か
い
ち

一
一
日
市
徳
洲
会
病
院
(
福
岡
県
)

の
建
て
替
え
が
完
了
し
、
再
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

創
立
以
来
培
っ
て
き
た

徳
洲
会
マ
イ
ン
ド
を
発
揮

2
0
1
3
年
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ

は
鈴
木
隆
夫
理
事
長
の
下
に
体
制

を
根
底
か
ら
一
新
。

「
『
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
と
い
う

原
点
に
立
ち
返
り
、

『い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
最
善
の
医
療

を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
」

と
い
う
理
念
の
実
現
に
向
け
、
職
員

一
同
が
心
を
新
た
に
逼
進
し
、
血
の

炉先進で高度な医療の提供

ダピンチ

2011年に宇治徳洲会病院に導入後、グ
ループ全体で13台を駆使。1200症例の大
台に。

た
の
が
当
院
の
大
き
な
特
長

で
す
」こ

れ
ま
で
局
所
進
行
前
立

腺
が
ん
は
放
射
線
治
療
+
ホ

ル
モ
ン
療
法
が
一
般
的
だ
っ
た
。

し
か
し
、
手
術
を
加
え
た
ほ

う
が
「
予
後
が
よ
り
よ
い
」

と
の
エ
ピ
デ
ン
ス
(
科
学
的
根

拠
)
が
得
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い

る
の
は
ダ
ピ
ン
チ
の
使
用
で
手
術
に
よ

る
尿
道
括
約
筋
へ
の
損
傷
が
小
さ
く

抑
え
ら
れ
、
手
術
後
の
尿
失
禁
を
短

期
間

(
1
1
3ヵ
月
間
)
の
う
ち
に

解
消
で
き
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
」

一
方
、
早
期
腎
が
ん
の
手
術
(
腎
部

分
切
除
)
に
も
、
近
々
ダ
ピ
ン
チ
の
使

器

用
に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
と
の

見通しも・・・・・・
0

「
当
院
で
も
す
で
に
ダ
ピ
ン
チ
に
よ
る

腎
部
分
切
除
に
着
手
し
、
第
一
例
を

行
っ
た
ば
か
り
で
す
」

※
自
由
診
療
の
標
準
料
金
約
1
3
0
万
円

災害医療活動
世界各国の被災地で緊急医療救援活動を展開する

耐え千(NPO法人)の中核部隊として、徳洲会グループの

医師、看護飾などの医療従事者が活躍。2004年のインド

ネシア・スマ卜ラ沖大地震(死者約23万人)や10年のハイ

チ大地震(死

者約32万人)

などでいち早く

被災地に出動

し、確かな実績

をあげてきた。

惨
む
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
き

た
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

な
に
よ
り
も
1
9
7
3
年
に

徳
洲
会
を
創
立
し
て
以
来
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
職
員
に
対
す
る
長
年

の
教
育
で
培
っ
て
き
た
医
療
に
対
す

こ
こ
ろ
さ
し

る
献
身
的
な
志
、
す
な
わ
ち

「
M

時
間
3
6
5
日
、
患
者
さ
ん
を
断
ら

な
い
医
療
」
を
果
敢
に
実
践
し
て
き

た
徳
洲
会
マ
イ
ン
ド
が
少
し
も
揺
ら

が
ず
、
か
え
っ
て
強
ま
っ
た
こ
と
が
大

義
C

い
。

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
安
心
・
安

全
な
医
療
を
患
者
へ
提
供
す
る
に

は
、
医
療
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
絶

え
ず
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

「ハ
l
ド
面
で
は
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

の
ダ
ピ
ン
チ
を
は
じ
め
、
ト
ウ
ル
l
ビ
ー

ム
や
ノ
パ
リ
ス
な
ど
の
先
進
の
放
射

線
治
療
装
置
、
血
管
造
影
装
置
を

備
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
な
ど

先
進
の
医
療
機
器
の
導
入
に
努
め
て

き
ま
し
た
」

優
れ
た
技
量
を
持
つ

隠
れ
武
者
が
活
躍

__.?" 

弁責1¥
ノli'l)ス
体幹部の病変も多方向からピンポイントで
治療。強度変調放射線治療も可能な最新
機器。
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ソ
フ
ト
面
で
は
ハ
l
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
ハ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
手
術
を

は
じ
め
と
す
る
個
々
の
医
療
技
術
を

厳
し
く
鍛
、
え
て
き
た
。

「
そ
の
結
果
、
修
復
腎
移
植
の
万

波
誠
部
長
(
宇
和
島
徳
洲
会
病
院

泌
尿
器
科
)
や
狭
心
症
・
心
筋
梗み

塞
に
対
す
る
カ
テ
l
テ
ル
治
療
の
三

創
和
雄
院
長
(
千
葉
西
総
合
病
院
)
、

ひ
が
し
、
つ
え

心
臓
血
管
外
科
手
術
の
東
上
震
一

院
長
(
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
)
な

ど
の
名
医
の
ほ
か
に
、
徳
洲
会
グ
ル
ー

プ
に
は
優
れ
た
技
量
を
持
つ
隠
れ
武

者
が
数
多
く
存
在
す
る
の
で
す
」

要
は
哲
学
や
理
念
な
ど
を
掛
け

声
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、
本
気
に
な
っ

て
実
行
す
る
マ
イ
ン
ド
が
あ
る
の
か

ど
、
っ
か
、
と
い
、
つ
こ
と
な
の
だ
ろ
、
っ
。

ル
ー
プ
は
日
本
の
救
急
搬
送
の
約
5
・

3
%
を
担
い
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
い
〉
え
る
。

「
国
際
医
療
協
力
で
は
単
に
ア
フ
リ

カ
各
国
へ
の
透
析
装
置
な
ど
医
療
機

器
の
寄
贈
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
を
日
本
で
教
育
・
訓
練
す

る
な
ど
『
魚
の
釣
り
方
を
自
分
の
も

の
に
で
き
る
』
よ
う
な
国
際
協
力
も

行
っ
て
い
ま
す
」

翻
っ
て
わ
が
国
は
い
ま
や
4
人
に
1

人
が
臼
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
超

高
齢
社
会
。
地
域
医
療
や
介
護
・
福

祉
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題
と
い

h

え
る

D

「
こ
れ
ま
で
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
大

規
模
な
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
に
密
着
し
た
診
療
所
や
介
護
施

設
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
開
設

も
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
超
高
齢
社
会
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
な
お
い
っ
そ
う
患
者

さ
ん
本
位
の
医
療
を
幅
広
く
実
践

し
て
い
く
決
意
で
す
」

患
者
本
位
の
医
療
を

幅
広
く
実
践

一
方
、
医
の
原
点
日
救
急
医
療
に

も
力
を
尽
く
し
、
い
ま
や
徳
洲
会
グ

救急医療・離島・僻地医療
いつでも、どこでも、だれでもが
最善の医療を受けられる社会へ

徳洲会ク.ループの原点。f24時間365目、患者さんを断ら

ない医療Jを実践すると同時に、医療過疎地域における

医療環境の改善にクループ全体で努めてきた。とりわけク

ループ内における都市部病院から離島・僻地の病院への

医師・看護師

などの応援派

遣や、派遣先

での全人的医

療の修得など、

両者の緊密な

相補的関係が

基盤となって

いる。

[大阪本部]

〒530・0001大阪府大阪市北区梅田1-3-1-1200
大阪駅前第一ビル12F

TEし06-6346・2888FAX.06-6346-2889 

徳洲会
[東京本部]

干102・0083東京都千代田区麹町3-1・1麹町311ピル8F
TEL.D3・3262-3133FAX.03-5213-3602 

AD. 

ドクターヘリ

ドクターヘリを積極的に運用。救急医療の最前線で活躍。

sfth-kouhou
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全
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医
療
機
関
名

福島 |福島県立医科大学病院

青森 |弘前大学病院

北海道 |恵佑会札幌病院

山形 |山形県立中央病院

岩手 |岩手県立中央病院

秋田 |秋田大学病院

福島 |常磐病院

福島 |竹田綜合病院

北海道 |三樹会病院

北海道 |帯広厚生病院

北海道 |市立札幌病院

山形 |山形大学病院

岩手 |岩手医科大学病院

北海道 |国・北海道がんセンター

北海道 |北海道大学病院

都
道
府
県

‘ . 

都道府県 療医機関名

ニミ ちっ ボロ ちう
件外射療数泊 一肱射線著治数一一書強度ちう一一 小線義件数源 I 

マ ツ

ム

術手件数ト型件

北海道 札幌医科大学病院 37 7 3 。27 54 53 17 

宮城 仙塩利府病院 37 12 。。25 一 一 一

北海道 函館五稜郭病院 34 16 。。18 65 65 。
福島 公立藤田総合病院 32 32 。。。。 。
宮城 地-仙台病院 31 28 3 一 。。。
宮城 宮城県立がんセンター 31 31 。。。63 25 。
山形 日本海総合病院 31 31 。。。25 。。

種華麗一= a機関7

-
東京 東京医科大学病院 326 4 322 34 18 59 

千葉 千葉県がんセンター 220 53 。。167 139 129 2 

東京 慈恵医科大学病院 146 9 137 。。48 7 141 

東京 がん研有明病院 126 126 。。。97 97 16 

東京 聖路加国際病院 113 8 。。105 51 。2 

栃木 栃木県立がんセンター 110 。。110 。41 41 5 

東京 東京女子医科大学病院 96 。19 。77 55 55 7 

東京 東京腎泌尿器センタ一大和病院 95 12 。。83 。。。
神奈川 湘南藤沢徳洲会病院 95 。。。95 28 28 。
東京 東京大学病院 92 。5 86 82 72 14 

東京 NTI東日本関東病院 89 89 。。。
東京 杏林大学病院 86 。。。86 37 15 6 

東京 国立がん研究センター中央病院 84 52 。。32 97 63 32 

神奈川 横浜市立大学病院 82 41 40 。48 48 136 

東京 長久保病院 77 。。。77 。。。
神奈川 横浜労災病院 77 。。64 13 25 。。
神奈川 横須賀共済病院 75 9 66 。。35 。。
埼玉 埼玉医科大学国際医療センター 73 73 。。。83 83 77 

茨城 日立総合病院 71 4 。。67 35 。。
栃木 独協医科大学病院 70 12 58 8 

千葉 国保旭中央病院 68 33 。。35 83 。2 

東京 慶応大学病院 67 。67 。。80 78 31 

群馬 伊勢崎市民病院 66 。66 。。19 。38 

群馬 群馬大学病院 63 63 。。。34 27 6 

茨城 水戸赤十字病院 62 34 15 。13 23 。。
神奈川 東海大学病院 62 。62 。。52 51 。
神奈川 北里大学病院 60 3 47 10 31 31 166 

栃木 済生会宇都宮病院 58 24 34 44 

東京 日本医科大学病院 58 57 。。54 。45 

千葉 我孫子東邦病院 57 57 

千葉 東邦大学医療センター佐倉病院 56 56 。。。25 25 。
千葉 船橋市立医療センター 55 55 。。。41 。。

神奈川 済生会横浜市東部病院 55 6 。。49 54 23 41 

埼玉 埼玉県立がんセンター 54 54 。。。55 46 15 

東京 順天堂大学医学部順天堂医院 54 2 。。52 48 32 15 

l 
lL 

が
ん

361 0 47 40 。。41 
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